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た
。

　

ふ
れ
パ
ト
は
一
目
で
わ

か
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ビ
ブ
ス

を
着
用
し
、
あ
い
さ
つ
や

声
掛
け
を
し
な
が
ら
ジ
ョ

ギ
ン
グ
す
る
こ
と
で
子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
の
見
守

り
に
役
立
て
よ
う
と
、
ス

ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
の

ア
シ
ッ
ク
ス
が
兵
庫
県

警
、
神
戸
新
聞
社
と
共
同

で
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
今
年
1
月
か
ら
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
、
予
定

の
２
倍
を
超
え
る
２
０
８

人
が
登
録
し
た
。

　

こ
の
日
は
姫
路
以
西
在

住
メ
ン
バ
ー
の
「
姫
路
西

グ
ル
ー
プ
」
を
中
心
に
８

人
が
赤
穂
に
集
ま
っ
た
。

中
広
の
イ
オ
ン
赤
穂
店
駐

車
場
を
起
点
に
Ｊ
Ｒ
播
州

赤
穂
駅
や
赤
穂
城
な
ど
を

巡
る
約
５
㌔
の
ル
ー
ト
を

ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
出
会
っ
た

人
に
「
こ
ん
に
ち
は
！
」

と
元
気
に
声
を
掛
け
な
が

ら
１
時
間
ほ
ど
走
っ
た
。

　

案
内
役
を
務
め
た
片
浜

町
の
会
社
員
、
水
守
茂
之

さ
ん（
５４
）は
５
〜
６
年
前

か
ら
体
力
づ
く
り
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
始
め
、
普
段
は

一
人
で
走
っ
て
い
る
と
い

う
。「
趣
味
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
社
会
の
役
に
立
つ
と

い
う
こ
と
で
張
り
合
い
が

あ
る
。
活
動
を
広
め
る
こ

と
で
安
心
感
や
犯
罪
予
防

に
つ
な
が
れ
ば
い
い
で
す

ね
」
と
話
し
た
。（
写
真

は
赤
穂
市
内
で
初
め
て
行

わ
れ
た
「
ふ
れ
パ
ト
」
活

動
）
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ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
に
見
守
り

「
ふ
れ
パ
ト
」赤
穂
で
も

黄
色
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
目
印

お
気
軽
に
伝
統
工
芸
品

「
雲
火
焼
ガ
チ
ャ
」人
気

観
光
名
所
な
ど
20
カ
所
に

　

地
元
の
伝
統
工
芸
品
を

ワ
ン
コ
イ
ン
で
販
売
す
る

ご
当
地
カ
プ
セ
ル
販
売
機

「
赤
穂
雲
火
焼
ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
」
が
市
内
を
中
心
に

観
光
名
所
や
宿
泊
施
設
な

ど
に
設
置
。
５
０
０
円
硬

貨
を
入
れ
て
ハ
ン
ド
ル
を

回
せ
ば
ぐ
い
吞
み
や
箸
置

き
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
数

種
類
の
う
ち
何
か
一
つ
が

入
っ
た
カ
プ
セ
ル
が
出
て

来
る
仕
組
み
で
、「
手
軽

に
買
え
て
楽
し
い
」
と
観

光
客
か
ら
好
評
だ
。

　

「
赤
穂
雲
火
焼
を
気
軽

に
手
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
桃
井
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
今
年
２
月
に
館
内
に

設
置
し
た
と
こ
ろ
来
館
者

の
反
応
が
予
想
以
上
に
良

く
、
旅
館
や
土
産
物
店
に

も
呼
び
掛
け
て
設
置
箇
所

は
２０
カ
所
に
ま
で
増
え

た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
は
売
り
切
れ
に
な
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い

う
。

　

カ
プ
セ
ル
に
入
っ
て
い

る
の
は
手
の
ひ
ら
に
収
ま

る
程
度
の
小
品
。
牡
蠣
の

性
は
「
ひ
っ
く
り
返
ら
な

い
か
心
配
で
し
た
が
、
昔

を
思
い
出
し
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。

　

同
神
社
は
「
国
際
コ
メ

年
」
だ
っ
た
平
成
１６
年
に

「
お
田
植
祭
」を
７３
年
ぶ
り

に
復
活
。
今
回
で
１５
年
目

と
な
っ
た
。
秋
に
は
収
穫

を
祝
う「
抜
穂
祭
」
を
行

う
。
飯
尾
義
明
宮
司
は

「
日
本
の
主
食
で
あ
る
お

米
の
大
切
さ
を
再
確
認
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

た
。（
写
真
は
梅
雨
晴
れ

ふ
れ
あ
い
囲
碁

１
１
２
回
結
果

　

①
北
川
貴
浩（
九
段
、大

阪
市
）
②
河
本
裕
一
（
七

段
、明
石
市
）③
黒
田
紀
典

（
七
段
、塩
屋
）峯
康
英（
初

段
、山
手
町
）◎
次
回
は
７

月
８
日（
日
）、
花
岳
寺
通

商
店
街
「
赤
穂
楽
碁
会
囲

碁
サ
ロ
ン
」
で
開
催
。
☎

０
８
０
・
１
２
０
４
・
７

８
７
０
（
黒
田
会
長
）。

ン
バ
ス
の
会
」
は
加
里
屋

の
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
改
札

口
横
の
自
由
通
路
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
作
品
展
を
開
い
て

い
る
。

　

６
月
３０
日（
土
）ま
で
。

出
品
は
次
の
み
な
さ
ん
。

敬
称
略
。

　

▽
明
石
隆
之
▽
山
本
祐

子
▽
水
野
清
司
▽
千
崎
悦

子
▽
中
山
絹
代
▽
干
飯
政

美
▽
鍋
島
真
由
美
▽
松
本

三
千
代
▽
富
田
和
男
▽
三

島
市
雄
▽
林
優
蔵
▽
寺
田

恵
美
子
▽
古
川
修
哉
▽
吉

谷
昌
博

ク
や
講
義
を
通
し
て
創
業

計
画
書
の
完
成
ま
で
サ
ポ

ー
ト
す
る
。

　

参
加
料
１
０
０
０
円
。

具
体
的
な
創
業
予
定
が
あ

る
人
、
創
業
後
５
年
未
満

の
人
も
受
講
可
。
７
月
２

日（
月
）ま
で
先
着
２０
人
受

付
。
☎
４３
・
２
７
２
７
。

秦
氏
テ
ー
マ

公
開
研
究
会

　

古
く
か
ら
赤
穂
に
伝
わ

る
秦
河
勝
の
伝
説
や
能
楽

の
祖
と
し
て
の
秦
氏
と
の

関
連
を
テ
ー
マ
に
し
た
市

民
公
開
研
究
会
が
７
月
１

日
（
日
）、
中
広
の
赤
穂

市
立
図
書
館
で
開
か
れ

る
。

　

郷
土
史
家
の
室
井
正
彰

氏
が
「
赤
穂
で
の
秦
河
勝

伝
説
」
を
演
題
に
語
り
、

能
楽
研
究
家
の
西
田
美
恵

子
氏
が
「
秦
氏
と
能
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
話
す
。

　

２
階
視
聴
覚
室
で
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
。
参
加

無
料
で
当
日
先
着
５０
人
受

付
。
主
催
は
「
秦
氏
を
学

ぶ
会
」
☎
４３
・
０
２
７
５

（
市
立
図
書
館
）。

キ
ャ
ン
バ
ス
の
会

２０
日
か
ら
作
品
展

　

絵
画
サ
ー
ク
ル
「
キ
ャ

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
指
導

「
創
業
塾
」の
受
講
募
集

　

赤
穂
商
工
会
議
所
は
、

創
業
に
興
味
の
あ
る
人
向

け
に
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
販

路
開
拓
な
ど
を
教
え
る
短

期
集
中
講
座
「
創
業
塾
」

を
７
月
に
開
講
す
る
。
昨

年
の
受
講
者
の
中
か
ら
３

人
が
実
際
に
創
業
し
て
お

り
、「
意
欲
と
希
望
を
も

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

７
月
７
日
か
ら
２８
日
ま

で
毎
週
土
曜
日
の
全
４

回
。
加
里
屋
の
商
工
会
館

で
午
後
１
時
〜
５
時
（
最

終
日
の
み
６
時
ま
で
）
に

開
く
。
中
小
企
業
相
談
士

や
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

各
分
野
の
専
門
家
が
講
師

と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

赤
穂
市
医
師
会

新 
会 
長 

に

中
村
隆
彦
氏

　

赤
穂
市
医
師
会
は
こ
の

ほ
ど
開
い
た
定
時
総
会
で

役
員
改
選
を
行
い
、
２
期

４
年
務
め
た
黒
田
和
司
氏

の
後
任
に
中
村
隆
彦
氏

（
６１
）＝
中
村
内
科
医
院
院

長
＝
を
選
出
し
た
。
任
期

は
２
年
間
。
新
役
員
は
次

の
み
な
さ
ん
。
敬
称
略
。 

　

▽
会
長
＝
中
村
隆
彦
▽

副
会
長
＝
渡
邉
節
雄
、
花

房
龍
生
▽
理
事
＝
藤
井

隆
、
長
尾
俊
彦
、
黒
田
和

司
、
深
井
光
浩
、
岩
谷
直

樹
、
山
中
晶
雄
▽
監
事
＝

澤
田
周
、
藤
野
邦
男
▽
議

長
＝
堀
康
郎
▽
副
議
長
＝

久
保
川
潔
▽
県
医
代
議
員

＝
中
村
隆
彦
、
渡
邉
節
雄

▽
同
予
備
代
議
員
＝
花
房

龍
生
、
山
中
晶
雄

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
な
が
ら

地
域
の
安
全
を
見
守
ろ
う

と
今
春
県
下
で
始
ま
っ
た

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
ひ
ょ
う
ご
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ニ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル
」

（
ふ
れ
パ
ト
）
が
１６
日
、

赤
穂
市
内
で
初
め
て
行
わ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
が
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
の
黄
色
い
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
け
て
街
中
を
走
っ

　

▼
…
千
種
川
縦
走
７７
㌔

「
山
の
学
校
」
７
人
完
歩

＝
千
種
川
の
源
流
か
ら
河

口
ま
で
約
７７
㌔
の
道
の
り

を
３
日
間
か
け
て
歩
く

「
千
種
川
縦
走
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
兵
庫
県
立
山

の
学
校
（
宍
粟
市
山
崎

町
）
の
生
徒
ら
が
１５
日
、

御
崎
の
唐
船
山
に
到
着
。

参
加
し
た
全
員
が
無
事
歩

き
切
っ
た
。 

　

同
校
は
１５
歳
か
ら
２０
歳

ま
で
が
学
ぶ
１
年
制
全
寮

制
男
子
校
。
困
難
を
乗
り

越
え
る
力
を
養
お
う
と
平

成
１１
年
か
ら
縦
走
に
取
り

組
み
、
今
年
で
２０
回
目
と

な
っ
た
。

　

今
年
は
２６
期
生
７
人
が

参
加
し
た
。
１３
日
朝
に
千

種
町
の
三
室
高
原
を
出
発

し
た
一
行
は
川
沿
い
に
南

下
。
初
日
は
佐
用
町
の
西

徳
久
公
民
館
、
２
日
目
は

真
殿
の
高
雄
農
村
多
目
的

共
同
利
用
施
設
に
寝
泊
ま

り
し
て
体
を
休
め
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
た
。

　

３
日
間
と
も
梅
雨
の
谷

間
に
恵
ま
れ
、
生
徒
ら
の

顔
や
腕
は
日
焼
け
が
目
立

っ
た
。
榎
本
皓
太
さ
ん

（
１９
）＝
宝
塚
市
＝
は
「
普

段
で
き
な
い
こ
と
が
出
来

て
良
か
っ
た
。
自
信
に
な

る
」
と
達
成
感
。「
や
っ

た
、
や
っ
た
で
完
走
や
」

と
書
か
れ
た
先
輩
か
ら
受

け
継
が
れ
た
横
断
幕
を
広

げ
、
記
念
写
真
に
収
ま
っ

た
。（
写
真
は
千
種
川
の

源
流
か
ら
河
口
ま
で
約
７７

㌔
を
歩
き
切
っ
た
兵
庫
県

立
山
の
学
校
の
生
徒
た

ち
）

形
の
箸
置
き
、
塩
味
ま
ん

じ
ゅ
う
を
か
た
ど
っ
た
香

立
な
ど
地
元
に
ち
な
ん
だ

作
品
も
あ
る
。
い
ず
れ
も

通
常
は
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
「
一
作
品
８
０
０
円
か

ら
３
５
０
０
円
程
度
」
で

販
売
し
て
お
り
、
色
彩
や

文
様
が
作
家
の
好
み
と
一

致
し
な
か
っ
た
も
の
を
格

安
で
提
供
し
て
い
る
と
い

う
。
傷
が
つ
い
た
り
欠
け

た
り
し
た
「
Ｂ
級
品
」
は

使
っ
て
い
な
い
。

　

販
売
機
に
一
度
に
入
る

カ
プ
セ
ル
は
５０
個
程
度

で
、
そ
の
う
ち
当
た
り
く

じ
が
入
っ
た
カ
プ
セ
ル
を

１
割
含
め
て
い
る
。「
１

等
」
の
く
じ
が
出
れ
ば
、

１
〜
５
万
円
相
当
の
赤
穂

雲
火
焼
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

運
試
し
の
く
じ
引
き
感
覚

で
コ
イ
ン
を
入
れ
る
人
も

少
な
く
な
く
、
中
に
は

「
全
個
買
っ
て
も
お
得
」

と
、
ま
と
め
買
い
す
る
人

も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
使
え

る
割
引
券
も
カ
プ
セ
ル
に

同
封
し
、
集
客
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

「
焼
き
物
は
高
い
、
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
気

軽
に
手
に
し
て
も
ら
っ

て
、
雰
囲
気
を
感
じ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
同
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
長
棟
光み

つ

亮あ
き

支
配

人
（
４５
）。「
品
物
の
種
類

も
設
置
場
所
も
さ
ら
に
増

や
し
て
、
赤
穂
雲
火
焼
の

普
及
に
つ
な
げ
た
い
」
と

話
し
、
夏
休
み
に
は
「
当

た
り
カ
プ
セ
ル
増
量
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る

予
定
だ
。

　

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
以
外

の
設
置
箇
所
は
次
の
と
お

り
。

　

▽
赤
穂
観
光
案
内
所
▽

赤
穂
情
報
物
産
館
▽
花
岳

寺
▽
赤
穂
大
石
神
社
▽
祥

吉
▽
呑
海
楼
▽
対
鴎
館
▽

赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
▽

赤
穂
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
▽
鹿

久
居
荘
▽
ザ
グ
ラ
ン
リ
ゾ

ー
ト
赤
穂
▽
か
ん
川
本
舗

大
手
門
前
店
▽
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
銀
波
荘
▽
奥
藤
商
事

▽
高
瀬
舟
▽
お
う
み
や
▽

サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
赤
穂
店

▽
道
の
駅
あ
い
お
い
白
龍

城
▽
ホ
テ
ル
シ
ー
シ
ョ
ア

・
リ
ゾ
ー
ト
（
写
真
は

「
手
軽
で
お
得
」
と
人
気

の
「
赤
穂
雲
火
焼
ガ
チ
ャ

ガ
チ
ャ
」）

　

▼
…
梅
雨
晴
れ
に
早
乙

女
ら
「
お
田
植
祭
」
＝
五

穀
豊
穣
を
祈
る
神
事
「
お

田
植
祭
」
が
17
日
、
加
里

屋
西
沖
の
赤
穂
大
石
神
社

神
田
で
行
わ
れ
、
梅
雨
晴

れ
の
下
、
か
す
り
の
着
物

の
早
乙
女
た
ち
が
古
式
に

則
り
苗
を
植
え
た
。

　

神
事
の
後
、
神
酒
と
塩

で
清
め
た
水
田
に
関
西
福

祉
大
学
の
女
子
学
生
が
扮

す
る
早
乙
女
８
人
が
入

り
、
太
鼓
の
合
図
に
合
わ

せ
て
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
早
苗

を
手
植
え
し
た
。

　

観
覧
者
約
５０
人
の
う
ち

数
人
が
飛
び
入
り
参
加
。

約
３０
年
ぶ
り
に
田
ん
ぼ
に

入
っ
た
と
い
う
８９
歳
の
女

の
下
行
わ
れ
た
「
お
田
植

祭
」）
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▽
２４
日
＝
福
田
産
婦
人

科
麻
酔
科（
加
里
屋
３０
の

９
）☎
４３
・
５
３
５
７

０
０
円
。勤
務
日
数
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。ま
ず
は

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。「
錦
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

加
里
屋
☎
４２
・
４
７
４
７

　

▼
ボ
ー
ト
掃
除
他・
ア

ル
バ
イ
ト
募
集
＝
８
時
３０

分
〜
１８
時
。時
給
９
０
０

円
〜
。勤
務
日
・
時
間
相
談

に
応
じ
ま
す
。お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。「
㈲
川

崎
商
会　

日
生
マ
リ
ー
ナ

赤
穂
店
」御
崎
☎
４３
・
２
２

３
３

　

▼
パ
ー
ト
募
集
＝
調
理

補
助
と
掃
除
の
仕
事
で
す

○
木
・
金
／
１８
時
半
〜
２１

時
半
○
土
・
祝
／
１８
時
〜

２１
時
。時
給
８
５
０
円
〜
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

ま
す
の
で
、お
早
目
に
お

越
し
く
だ
さ
い
ね
。入
荷

の
お
知
ら
せ
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す

の
で
チ
ェ
ッ
ク
く
だ
さ
い

ね
。店
頭
に
て
エ
ア
プ
ラ

ン
ツ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
し
ま
す
の
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
ね
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン

ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津
☎
４６
・

８
０
０
１（
１７
時
ま
で
）

　

▼
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
＝

６
月
２３
日（
土
）・
２４
日

（
日
）、
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
１０
〜
１８
時
。
保
存
期
限

切
れ
の
図
書
な
ど
約
２
６

０
０
冊
を
希
望
者
に
無
料

で
提
供
し
ま
す
。
持
ち
帰

り
冊
数
に
制
限
は
な
く
、

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。
袋
は
持
参
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
市
立
図
書
館
」

中
広
☎
４３
・
０
２
７
５

　

▼
大
観
覧
車
無
料
Ｄ
Ａ

Ｙ
＝
６
月
２４
日（
日
）１０
〜

１７
時
（
最
終
受
付
１６
時
４５

分
）。
３
歳
以
下
は
保
護

者
同
伴
。
車
で
お
越
し
の

方
は
駐
車
料
金
（
普
通
車

５
０
０
円
）
が
必
要
。

「
赤
穂
海
浜
公
園
タ
テ
ホ

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」
御
崎

☎
４５
・
０
８
０
０

　

▼
祝
日
本
遺
産
・
第
３

回
北
前
船
寄
港
地
坂
越
浦

コ
ン
サ
ー
ト
＝
６
月
３０
日

（
土
）、
坂
越
公
民
館
で

１３
〜
１６
時
。
出
演
は
万
葉

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
、
お
さ
き
オ
サ

テ
ン
団
。
入
場
無
料
。

「
坂
越
の
ま
ち
並
み
を
創

る
会
」
☎
４８
・
７
７
７
０

　

▼「
対
鴎
舘
」＝
○
浴
場

清
掃
／
９
時
〜
１２
時
。時

給
８
５
０
円
○
フ
ロ
ン
ト

事
務
／
８
時
～
１７
時（
相

談
可
）。時
給
９
１
０
円
○

接
客
係
／
７
時
～
１０
時

３０
分
、１５
時
～
２０
時
３０
分
。

時
給
９
５
０
円
○
寝
具
係

／
１８
時
～
２１
時
。時
給
８

５
０
円
。６０
代
の
方
も
歓

迎
。御
崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
平
日
の
昼
間
の
み
で

も
Ｏ
Ｋ
。Ｗ
ワ
ー
ク
も
歓

迎
＝
曜
日
・
時
間
帯
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
①
清

掃
ア
ル
バ
イ
ト
。
９
～

１５
時
。
週
３
～
４
日
程

度
。た
だ
し
土
日
・
お
盆
・

年
末
年
始
に
勤
務
で
き
る

方
に
限
り
ま
す
。初
心
者

の
方
は
経
験
者
が
丁
寧
に

教
え
ま
す
の
で
ご
安
心

を
。一
度
ご
応
募
さ
れ
た

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

（
北
島
）②
調
理
補
助
、調

理
見
習
い
。
９
～
１４
時
。

１７
〜
２１
時
。週
４
〜
５
日

程
度（
柴
田
）③
イ
タ
リ
ア

ン
ト
マ
ト
カ
フ
ェ
赤
穂
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
店
／
女
性

活
躍
の
職
場
で
す
。
８

～
２１
時
、週
３
～
６
日
程

度
④
レ
ス
ト
ラ
ン
宴
会
サ

ー
ビ
ス
／
１０
～
１４
時
。１７

～
２１
時
。
１０
～
２１
時（
４

～
８
時
間
程
度
）。週
３

～
６
日
程
度（
阪
本
）※

い
ず
れ
も
シ
フ
ト
制
、時

給
８
４
４
円
。各
職
場
制

服
貸
与
、交
通
費
支
給
。食

事
補
助
・
休
憩
あ
り
。
３

カ
月
研
修
期
間
あ
り
。高

校
生
不
可
。「
赤
穂
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
」加
里
屋
中
洲

☎
４２
・
１
０
０
１

　

▼
正
社
員
募
集
＝
地
元

企
業
で
一
緒
に
も
の
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
耐
火

物
を
製
造
し
て
い
る
工
場

で
す
。
年
齢
・
性
別
不
問

で
す
。
募
集
職
種
①
設
備

営
繕
②
耐
火
物
の
研
究
開

発
（
理
工
系
出
身
の
方
）

③
製
造
ス
タ
ッ
フ
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
歓
迎
、
経

験
者
優
遇
し
ま
す
。
勤
務

時
間
８
〜
１７
時
。
月
給
１７

〜
２６
万
円
。
年
間
休
日
１

２
２
日
。
働
き
や
す
い
職

場
で
す
◎
事
前
に
職
場
見

学
、
ご
相
談
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
「
ロ
ザ
イ
工
業

㈱
赤
穂
工
場
」
鷏
和
☎
４３

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」か

ら
の
お
知
ら
せ
＝
寝
た
き

り
の
人
、病
気
等
の
た
め

に
足
を
運
べ
な
い
人
、男

性
も
可
。赤
穂
市
内
、隅
か

ら
隅
ま
で
出
張
し
ま
す
。

遠
方
も
可（
無
定
休
）◎
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
取

得
し
て
い
ま
す
。塩
屋
２

６
１
の
９
☎
４２
・
９
０
６

８
、
☎
０
９
０
・
３
４
９
・

２
８
６
８
４　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」加
里
屋
中
洲
・
白
十
字

西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、あ
な

た
の
夢
を
か
た
ち
に
し
ま

す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」若

草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
着
付
承
り
ま
す
＝
冠

婚
葬
祭
そ
の
他
す
べ
て
の

き
も
の
着
付
け
を
お
手
伝

い
致
し
ま
す
。佳
日
は
重

な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。「
佐

井
」木
下
町
☎
４３
・
８
４
６

３
、☎
０
８
０
・
３
８
１
２

・
６
０
７
７

　

▼
何
で
も
し
ま
す
喜
ん

で
貴
方
の
お
手
伝
い
致
し

ま
す
＝
○
リ
フ
ォ
ー
ム
／

台
所
等
の
水
回
り
、プ
チ

改
修
、雨
も
り
修
理
等
○

便
利
屋
／
片
付
け
、家
財

処
分
、引
越
、剪
定
、草
刈
、

中
古
車
修
理
、鍵
取
付
。見

積
無
料
。「
愛
サ
ポ
ー
ト
」

御
崎
☎
４２
・
４
１
１
７

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
４
０
円
○
平

常
価
格
４
３
２
円（
ド
ラ

イ
物
の
み
、特
殊
品
は
除

く
）→
会
員
価
格
３
２
４

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」加
里
屋
☎
４３
・
３
９

３
３

　

▼「
ラ・
セ
ー
ヌ
」か
ら

の
お
知
ら
せ
＝
○
本
日
２３

日（
土
）『
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
』（
１５
㌢
ホ
ー
ル
）を

１
０
８
０
円
に
て
販
売
中

○
２５
日
〜
３０
日『
シ
ョ
ー

ト
ケ
ー
キ
』『
ム
ー
ス
』
３

０
０
円
以
上
の
品
を
税
込

３
０
０
円
に
。（
営
）
９
時

半
〜
１８
時
半
。駅
前（
商
議

所
北
）☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
本
日
よ
り
初

夏
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
セ
ー

ル
開
催
。
７
月
１
日（
日
）

ま
で
植
物
が
段
階
的
に
お

安
く
な
り
ま
す
よ
。本
日

〜
２６
日（
火
）は
植
物
が
レ

ジ
に
て
３
割
引
に
な
り
ま

す
。オ
シ
ャ
レ
な
観
葉
植

物
が
た
く
さ
ん
入
荷
。良

い
物
は
早
く
に
売
り
切
れ

第２２８２号　　平成３０年 ６ 月２３日

市
民
ガ
イ
ド

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　
程
度
。勤
務
日
は
平
日
２

～
３
日
あ
る
い
は
、日
曜

日
の
み
な
ど
、事
前
に
打

ち
合
わ
せ
し
て
決
め
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。シ
フ
ト
は

前
月
に
あ
ら
か
じ
め
決
め

る
カ
レ
ン
ダ
ー
制
で
す
。

時
給
９
５
０
円（
日
曜
）、

８
４
５
円（
平
日
）※
曜
日

に
よ
っ
て
時
給
が
異
な
り

ま
す
。研
修
期
間
あ
り
。惣

菜
商
品
の
製
造
、陳
列
な

ど
の
業
務
で
す
。通
常
の

パ
ー
ト
さ
ん
な
ら
９
８
０

円（
日
曜
）、９
３
０
円（
平

日
）月
の
休
み
８
日
、日
曜

日
も
出
勤
出
来
る
方
。研

修
期
間
あ
り
◎
最
大
５
％

割
引
き
の
従
業
員
割
引
制

度
、水
素
水
サ
ー
バ
ー
従

業
員
割
引
き
サ
ー
ビ
ス

（
月
千
円
）な
ど
あ
り
。明

る
く
元
気
な
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。「
旬
鮮
食
彩

館
パ
オ
ー
ネ
塩
屋
店
」☎

０
１
２
０
・
４２
・
０
５
０
３

（
人
事
部
・
磯
野
）

　

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
募

集
＝
市
内
施
設
で
の
清
掃

業
務
。午
前
６
〜
８
時
。

週
３
〜
６
日
程
度
の
勤

務
。日
祝
休
み
。時
給
１
０

・
２
５
８
８
（
総
務
課
）

　

▼
正
社
員・
パ
ー
ト
募

集（
保
険
完
備
）＝
接
客
係

（
正
社
員
）13
時
半
～
22

時
。週
休
2
日
制
。月
給
22

万
円
～
○
事
務
9
〜
13

時
、13
～
17
時
。
９
５
０

円
～
○
接
客
6
～
9
時
、

15
～
17
時
。時
給
１
０
０

０
円
〜
○
清
掃
9
時
半
～

14
時
半
。時
給
９
０
０
円

～
○
風
呂
清
掃
9
～
12

時
。時
給
９
０
０
円
～
○

布
団
敷
18
～
21
時
、洗
い

場
19
〜
23
時
。時
給
８
５

０
円
～
。「
銀
波
荘
」御
崎

☎
４５
・
３
３
５
５

　

▼
店
舗
あ
り
ま
す（
加

里
屋
）＝
即
営
業
で
き
る

ス
ナ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
向

き
店
舗
で
す
。オ
ー
ナ
ー

と
し
て
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。資
金
は
不
要
で
す

が
、や
り
方
に
よ
り
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。詳

細
は
面
談
に
て
。や
る
気

の
あ
る
貴
女
を
待
っ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。☎
０
９
０
・
４

９
０
６
・
８
１
８
２（
午
後

以
降
）

　

▼
早
朝
パ
ー
ト
さ
ん
募

集（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
）＝
平
日
週
２
～
３

日
あ
る
い
は
、日
曜
日
の

み
な
ど
、仕
事
に
行
け
る

時
だ
け
、無
理
な
く
お
仕

事
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

早
朝
な
の
で
、そ
の
後
の

時
間
を
有
効
利
用
で
き
ま

す
。勤
務
時
間
５
時
～
８

時
の
う
ち
２
～
３
時
間

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

い
。か
ご
お
好
み
焼
き「
か

ご
飲
食
店
」中
広
☎
４２
・
３

５
１
２

　

▼
猫
を
保
護
し
て
い
ま

す
＝
白
色
の
メ
ス
、ピ
ン

ク
の
首
輪（
鈴
付
）、し
っ

ぽ
の
先
が
丸
く
曲
が
っ
て

い
ま
す
。お
心
当
た
り
の

方
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。上

郡
町
山
野
里
☎
５２
・
０
０

８
０（
西
川
）　

　

▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
０
８
０
・

１
５
０
５
・
６
５
７
１〈
Ｈ

Ｐ
〉http://www.kagak

uji.org
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